


















令和２年３月１８日
健康福祉部保健予防課新型インフルエンザ対策係
（０２７－２２６－２５９８）

新型コロナウイルス感染症患者の発生について（県内１０例目・第２報）

３月１７日の発表から、下線部分を更新しました。

○10例目

①年齢・性別

５０代 女性

②居住地

群馬県邑楽郡大泉町

③職業

無職

④症状及び行動
３月６日（金） ましも内科・胃腸科を外来受診。県内４例目の医師が診察。

３月９日（月） 発熱。

３月１１日（水） 発熱（３７度台）のため、ましも内科・胃腸科を外来受診。

県内４例目の医師が診察。

３月１２日（木） 外出なし。

３月１３日（金） 外出なし。

３月１４日（土） 外出なし。

３月１５日（日） 県内４例目の濃厚接触者として健康観察開始。外出なし。

３月１６日（月）発熱のため、帰国者・接触者相談センターに連絡。
帰国者・接触者外来である医療機関 C を受診。濃厚接触者であったため、新型
コロナウイルス感染症を疑い、検体採取。

３月１７日（火） 県衛生環境研究所の検査により陽性と判明。
３月１８日（水） 医療機関 Dに入院。

※基礎疾患があり、現在、医療機関 Dに入院しているが軽症である。

⑤行動歴

・発症前２週間以内に海外渡航歴無し。

・３、４、６例目と院内業務で接触があった。

・発症後は自家用車で移動し、公共交通機関は利用していない。

⑥濃厚接触者

・同居者（子２人）。

※現在、医療機関職員６名、当該医療機関の外来・往診患者６５名、家族等８名に対して、健康観察

と外出自粛を要請しています。

※詳細は調査中であり感染拡大防止のために必要な情報は、随時発表いたします。

※報道関係者の皆さまへ

診療の妨げとなるおそれがあるため、医療機関等への取材は十分に御配慮ください。





危管第１８－１号

令和２年３月１６日

各 市 町 村 長 様

（消防防災担当課）

群馬県知事 山本 一太

（総務部危機管理室）

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に向けた

住民への情報発信の強化について（依頼）

貴市町村におかれましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止、早期収束に向

けて取り組まれていることに感謝申し上げます。

さて、既にご承知のとおり、本県におきましても、去る３月７日（土）に県内初の感染

者が確認されてから、これまでに数名の感染者が確認されています。

県では、知事記者会見における知事からのメッセージや県ホームページなどを通じて、

県民への感染予防対策の実践等をお願いしてきましたが、感染拡大を防止するため、さら

なる情報発信を速やかに行う必要があると考えております。

つきましては、貴市町村におかれましても、別紙の例を参考に、住民への感染予防対策

の実践等について、情報発信していただきますようお願いいたします。

特に、高齢者や障害者等の情報格差への対処が喫緊の課題となっていることから、防災

行政無線、回覧板、広報誌等を活用した速やかな情報発信について、特段の御配意を賜り

ますようお願いします。

担 当：危機管理・防災係 佐藤

T E L：027-226-2245

F A X：027-221-0158

e-mail：kikikanri@pref.gunma.lg.jp
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参 考

県民の皆様へ
・新型コロナウイルス感染症については、全国で感染が拡大しており、群馬
県においても、これまで数例の新型コロナウイルス感染症患者が確認される
など、今後の感染拡大に予断を許さない状況にあります。
・県では、濃厚接触が確認された方について、各保健所が２週間の健康観察
を行うとともに、外出の自粛を要請しております。
・感染された方の約８割は軽症です。県民の皆様には、国・県・市町村から
発信される正確な情報に基づき、冷静に行動していただくようお願いします。

新型コロナウイルスを防ぐために（お願い）
・手洗いを小まめに行う、咳エチケットを徹底する、咳や発熱等の風邪症状
がみられる場合には外出を控えるなど、「かからない」「移さない」という
工夫をお願いします。
・「換気が悪く」「人が密に集まって過ごすような空間」「不特定多数の人
が接触するおそれが高い場所」で集団感染が発生しています。換気が悪く、
不特定多数の人が密に集まるような場所は、できる限り避けてください。

新型コロナウイルスの感染が疑われる場合には
・新型コロナウイルスの感染が疑われる場合には医療機関を受診する前に、
帰国者・接触者相談センター（各保健福祉事務所・保健所、県保健予防課）
にお問い合わせください。

○帰国者・接触者相談センター一覧

名 称 管轄地域 電話番号 備 考

平日 8時30分～17時15分
県保健予防課 027-224-8200

土日祝日 10時～16時

渋川保健福祉事務所 渋川市、北群馬郡 0279-22-4166 平日 8時30分～17時15分

伊勢崎保健福祉事務所 伊勢崎市、佐波郡 0270-25-5066 平日 8時30分～17時15分

安中保健福祉事務所 安中市 027-381-0345 平日 8時30分～17時15分

藤岡保健福祉事務所 藤岡市、多野郡 0274-22-1420 平日 8時30分～17時15分

富岡保健福祉事務所 富岡市、甘楽郡 0274-62-1541 平日 8時30分～17時15分

吾妻保健福祉事務所 吾妻郡 0279-75-3303 平日 8時30分～17時15分

利根沼田保健福祉事務所 沼田市、利根郡 0278-23-2185 平日 8時30分～17時15分

太田保健福祉事務所 太田市 0276-31-8243 平日 8時30分～17時15分

桐生保健福祉事務所 桐生市、みどり市 0277-53-4131 平日 8時30分～17時15分

館林保健福祉事務所 館林市、邑楽郡 0276-72-3230 平日 8時30分～17時15分

前橋市保健所 前橋市 027-220-1151 平日 8時30分～17時15分

高崎市保健所 高崎市 027-381-6112 平日 8時30分～21時
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令和２年３月１９日
産 業 経 済 部

新型コロナウイルス感染症に係る対応

１ これまでの対応

１月２９日 ・県内商工団体等において相談窓口を設置

２月 ４日 ・商政課、産業支援機構に特別相談窓口（融資・経営）を設置

・県内金融機関等に事業者に対する金融の円滑化について文書で要請

（ ） （ ）２０日 ・国 経産省 にセーフティネット保証４号の指定を申請 付指定3/2

２７日 ・県内経済団体に対し「感染症の拡大防止」について文書で協力要請

２９日 ・県民労働センターで感染症関連の労働相談を開始

３月 ２日 ・経済団体及び支援機関をメンバーとする「関係機関連絡会議」を開催

・県内経済団体に対し「テレワークの推進」について文書で協力要請

４日 ・県内経済団体あて資金繰り支援及び相談窓口について文書で緊急周知

９日 ・金融連絡会議を開催、資金繰りへの対応強化を要請

１３日 ・県内全金融機関による「金融対策会議」を開催、資金繰りを要請

・第１回「感染症対策産業経済総合支援本部」を開催

( 現在）【相談実績 】 融資60件、経営25件、労働29件(県、産業支援機構分) 3/18

（２月中旬～随時）２ 県内事業者への影響調査

○県内事業者からの聞き取り、商工団体等からの報告概要

・製造業ではサプライチェーン寸断による原材料や部品調達に影響

・観光業、飲食、宿泊、イベント業等では、２月中旬以降急速にキャンセル増大

・卸小売業では、主に中国からの商材の仕入れが停滞、出控えよる販売不振

・マスクや消毒液の入手、従業員の休暇等に関する相談多数

（ 観光物産課調査： 市町村対象）○観光関連施設への影響調査 3/9 35

・調査施設４４１ 休業施設３０、一部休止１７

・キャンセル数＝２１６千人泊 影響額＝２２億８千万円、予約率＝前年比 ～ ％30 60

（案）３ 今後の対応

■県制度融資の貸付条件の変更

■産業経済部内に、ワンストップ総合相談センターの設置

■金融機関等と連携した、地域別の出張相談会を開催
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令和２年３月１９日
教育委員会総務課
電話：027-226-4521

新型コロナウイルス感染症の発生に伴う対応について
教育委員会

【１】 経緯
3月１９日現在、県教育委員会として、市町村教育委員会及び各学校とともに連携し

て、引き続き、次のとおり対応を徹底して参りたい。

【２】 対応方策
１ 共通対応事項
（１）感染拡大防止について

○感染予防の観点から、人の集まる場所に行ったり、友人と集まったりすることは避け、
不要不急な外出をせず、基本的に自宅で過ごすことを周知徹底している。

○風邪や37.5℃以上の発熱が４日以上続くなどの症状が続く場合は、帰国者・接
触者相談センターの相談窓口を利用するよう指導している。

○自宅においても、咳エチケットや手洗い等の感染症対策を行うよう指導している。
（２）児童生徒の安心・安全の確保

○生活習慣が乱れたりしてトラブル等に巻き込まれないよう、改めて児童生徒、保護
者に周知徹底している。

○家庭への電話連絡等を定期的に行い、生徒の生活面や健康状況の把握を行うと
ともに、必要に応じて、家庭訪問や登校指導等を行っている。

○各学校における学習計画に基づき、児童生徒が適切に自宅学習が行えるよう支
援を強化する。メールやホームページ、ポータルサイト（「子供の学び応援サイト」（文
部科学省）・「＃学びを止めない未来の教室」（経済産業省））の活用を図るとと
もに、児童生徒の状況に応じ、家庭訪問などを行い、定期的な課題の設定・回収
を行っている。

２ 市町村立学校等について
（１）感染拡大防止について
①学校等での預かり
○学校での預かりを行う場合には、手洗いや咳エチケット（マスクの着用等）などの基
本的な感染症対策を徹底する。また、適切な環境が保持できるよう、児童生徒同
士の距離の確保及び接触の回避、こまめな換気、多くの児童生徒が手を触れる箇
所の消毒等を徹底する。

○開園している公立幼稚園等においても、手洗いや咳エチケットなどの基本的な感染
症対策やこまめな換気、多くの幼児が手を触れる箇所の消毒等を徹底する。

○1５市町村において学校における受入れを行っている。ほか、１村において図書室
の本の貸し出しを行っている。（3月18日現在）

②学童クラブ等の対応について
○学童クラブ等については、関係者等と連携をして、感染拡大防止の徹底を図るとと
もに、状況に応じて、学校施設の利用についても検討していただく。

○５市町村において学童クラブ等への教員の派遣を行っている。（3月18日現在）

（２）生活指導について
○自宅で過ごす時間が長くなることから、特に、虐待が疑われるなど、家庭に対して
は、関係機関等と緊密に連携するとともに、関係者と連携して必要な支援を行う。

（３）卒業式について
○中学校の卒業式については、各校で感染防止対策を講じた上で、規模を縮小して
３月１３日に実施した。小学校においては３月２４日又は２５日に実施予定で
あり、現在、市町村教育委員会で検討しているところである。



（４）学校の臨時休業について
○太田市立の小学校については、新たに、３月９日から２６日まで休業とすることと
し、中学校については、３月１１日まで予定していた臨時休業を３月２６日まで
延長することとなった。
○藤岡市立及び上野村立の小学校・中学校については、３月１５日まで予定して
いた臨時休業を３月２６日まで延長することとなった。

（５）令和２年度全国学力・学習状況調査について
追加 ○令和２年４月１６日に実施する予定であった全国学力・学習状況調査について

は文部科学省が中止を決定したため、県教育委員会として３月１７日付けで市
町村教育委員会に通知を発出した。今後の取扱いについては、文部科学省におい
て検討することとされている。

３ 県立学校について
（１）入学者選抜について

○公立高等学校入学者選抜後期選抜及び定時制課程選抜並びに特別支援学校
高等部入学者選抜及び訪問教育入学者選考については、３月１０日・１１日
に実施した。
○両日とも、新型コロナウイルス感染症に関わる欠席者はいなかったことから、追検査
は実施しないこととした。
○公立高等学校の合格者発表については、各校での掲示を取りやめ、県教育委員
会が指定したＷｅｂページのみで行った。

（２）高等学校について
①生活面について
○リーフレット「今悩んでいる君へ」及び「ぐんま高校生ＬＩＮＥ相談」等を活用し、学
校外の相談機関の周知を改めて行っている。

○ＳＮＳでトラブルになったり、インターネットやゲーム等の利用等で生活習慣が乱れ
たりすることがないよう、生徒・保護者の注意喚起を行っている。

②学習支援について
○進路指導や就職指導が必要な卒業生については、進学や就職に支障がないよう、
適切に相談、指導等を行っている。

（３）特別支援学校について
追加 ○児童生徒が、生活リズムの変化等による体調面・心理面の変調を来したり、放課

後等デイサービス等の利用調整ができず保護者が対応に苦慮したりしないよう、家
庭訪問等及び関係機関との連携を行い、状況に応じて、学校において児童生徒の
受入を行っている。受入実施校は４校。うち１校で、医療的ケアが必要な児童生
徒に看護師が対応している。（3月18日現在）

追加 ○児童生徒の日中の受入を行っている放課後デイサービス等から人的支援や特別支
援学校の施設の活用等の要請があった場合は、可能な範囲で対応している。人的
支援で、教職員が対応したケースはないが、子どもが心理的に変調を来しているな
どの理由で、教職員に様子を見に来て欲しいという要請に対応したケースが２件あ
り、教員が訪問（３月12日及び16日）し、学校の教材の提供及び児童生徒の
状況確認を行った。２件とも児童生徒は落ち着いて過ごしていることが確認できて
いる。（３月18日現在）施設の活用では、学校図書館や校庭等の貸出を行って
いる学校が２校。(3月18日現在)
○幼稚部修了式、小学部及び中学部の卒業式については、各校で感染防止対策
を講じた上で、規模を縮小し、全校で予定どおり実施している。（3月11～19日）

４ その他
（１）学校等臨時休業期間における県社会教育施設の学習支援コンテンツについて
追加 ○県立ぐんま天文台、県立ぐんま昆虫の森、県生涯学習センターでは、児童生徒の

家庭での学習に役立つコンテンツをホームページで３月１１日から公開している。


